
 

＊＊＊３月の休館日とお知らせ＊＊＊ 

 

   ３月 3、10、17、24、31（毎月曜日）

と、27日（図書整理日） 

 

   図書館から借りた本の返却忘れはあり

ませんか？ 

新学期を迎える前に、部屋を確認してみ

ましょう。図書館がお休みの時は、返却

ポストを利用することができます。 

また 他の図書館や 

図書室にも返却する 

ことができます。 

 身の回りをすっきり 

させて、新学期を迎え 

ましょう♪ 

 

 

 

 

 

【あたらしく入った本】 

・「366日」 福田 果歩／著 光文社 

 

HYによる名曲「366日」 

からインスパイアされた 

沖縄と東京を舞台にした 

感動ラブストーリー。 

 

・「中学生のための英語勉強法」 朝倉 浩之／著 

KADOKAWA 

 

英検に向けたアドバイス。 

高校受験で合格を勝ち取る 

方法なども、具体的に解説。 

【本屋大賞ノミネート作品より】 

・「成瀬は信じた道をいく」 宮島 未奈／著 新潮社 

 知らぬ間に多くの人に影響を与えながら我が道を突き進む成瀬あかり。 

「成瀬は天下を取りにいく」の続編。 

 ・「死んだ山田と教室」 金子 玲介／著 講談社 

  夏休みが終わる直前、人気者の山田が死んだ。悲しみに沈むクラスに担任が席替えを提

案すると教室のスピーカーから死んだはずの山田の声が聞こえてきた！ 

 ・「小説」 野崎 まど／著 講談社 

  本が好きな二人の少年。学校の近くにあるモジャ屋敷といわれる家には小説家が住んで

いるという。二人はある日その屋敷に忍び込み…。 

 

 

 

 

 

 

三年生のみなさん、もうすぐ卒業ですね。中学校３年間のうちに何冊本を読みましたか？たくさ

ん読んだ人もいれば、ほとんど読書をしなかったという人もいると思います。大人が「最近の若

い人は本を読まなくなった」と言うのは、「若い時にこそ本を読むべきであった」という後悔の

言葉でもあるそうですよ。 

本を読む人が少なくなり、書店がどんどん閉店しています。本が売れない時代だからこそ「売り

場からベストセラーをつくる！」という意気込みで始まったのが「本屋大賞」です。ノミネート

作品が２月に発表され、大賞の発表は４月９日です。中学生でも楽しめそうな本を紹介しますの

で、春休みにぜひ読んでみてください。 
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